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※固定的性別役割分担意識とは、 
「男は仕事、女は家庭」というように、性別を理由として役割を固定的に考えることです。 

凡 例

令 和 ６ 年 度 (N=  978)

令 和 元 年 度 (N=1,082)

平 成 26 年 度 (N=1,289)

平 成 21 年 度 (N=1,043)

平 成 16 年 度 (N=1,511)

平 成 11 年 度 (N=1,560)

平 成 ７ 年 度 (N=1,592)

昭 和 62 年 度 (N=2,952)

調
査
年
度
別

同感する

5.6

6.4

8.8

12.1

12.2

14.0

10.0

20.0

同感しない

58.8

56.7

52.1

45.3

43.7

40.0

35.0

34.0

どちらともいえない

31.8

34.6

34.9

38.4

40.0

45.0

47.0

44.0

わからない

1.9

1.2

2.4

1.5

2.2

1.0

8.0

1.0

無回答

1.8

1.2

1.9

2.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．男女の意識について 
 

「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

「男は仕事、女は家庭」という考え方（固定的性別役割分担意識※）に「同感しない」人は約 6 割 

● 全体では「同感しない」が昭和 62 年以降増加傾向にあり、今回調査（58.8％）では令和元年度調査（56.7％）
よりも 2.1 ポイント高くなっています。 

 

 全 体  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 性 別  
 

 
 

凡 例

令 和 ６ 年 度 (n=538)

令 和 元 年 度 (n=658)

平 成 26 年 度 (n=755)

令 和 ６ 年 度 (n=428)

令 和 元 年 度 (n=399)

平 成 26 年 度 (n=503)

令 和 ６ 年 度 (n=  6)

令 和 元 年 度 (n= 10)

女
 

性

男
 
性

答
え
た
く
な
い
※

同感する

4.1

5.2

6.9

7.7

8.0

12.1

20.0

同感しない

60.0

59.7

54.2

57.2

53.1

49.3

66.7

60.0

どちらともいえない

32.5

33.3

34.8

30.8

37.6

36.4

33.3

20.0

わからない

1.9

1.5

2.8

1.9

0.8

1.8

無回答

1.5

0.3

1.3

2.3

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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男女の地位の平等感について 
「学校教育の場」と「法律や制度の上」を除き、社会生活において男性が優遇されていると感じる人が半数以上 

● 「平等である」と回答した割合は、「③学校教育の場」が 55.6％で最も高くなっています。 
● 『男性の方が優遇されている小計※』は、「④政治の場」「⑥社会通念・慣習・しきたり」で７割を超えて

います。 
※「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計 

 
 
 

男性が女性と共に家庭生活や地域活動等へ参加するために必要なこと 

地域活動参加に必要なことは「夫婦や家族間で互いの立場を理解し、コミュニケーションをとること」が 7 割強 

● 「夫婦や家族間で互いの立場を理解し、コミュニケーションをとること」（73.8％）と回答した割合が最も
高く、次いで「男性が家事などに参加することへの男性自身の抵抗感をなくすこと」（56.0％）、「職場の
中で、男性の家事、育児、介護、地域活動への参加を理解し、支援すること」（53.8％）の順となってい
ます。 

 
 
  

全体(N=978) 凡　例

54.6 6.3

54.8 7.4

15.3 3.7

74.9 1.6

42.1 5.7

74.7 3.1

69.8 4.5

⑤法律や制度の上

⑥社会通念・習慣・
　　　　　　しきたり

⑦社会全体

男性
優遇
小計

女性
優遇
小計

①家庭生活

②職場

③学校教育の場

④政治の場

男性の方が

非常に優遇

されている

11.8

11.2

2.7

31.3

10.2

20.1

11.5

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

42.8

43.6

12.7

43.7

31.9

54.6

58.4

平等である

31.0

25.5

55.6

11.5

32.2

11.8

14.7

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

4.7

5.7

2.8

1.2

4.0

1.9

3.4

女性の方が

非常に優遇

されている

1.6

1.6

0.9

0.4

1.7

1.1

1.1

わからない

5.6

7.7

19.5

8.4

15.4

7.1

7.7

無回答

2.5

4.7

5.8

3.6

4.5

3.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫
婦
や
家
族
間
で
互
い
の

立
場
を
理
解
し
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加

す
る
こ
と
へ
の
男
性
自
身

の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と

職
場
の
中
で
、

男
性
の
家

事
、

育
児
、

介
護
、

地
域

活
動
へ
の
参
加
を
理
解
し
、

支
援
す
る
こ
と

勤
務
時
間
の
短
縮
や
休
暇

制
度
を
普
及
し
、

仕
事
以

外
の
時
間
を
多
く
も
て
る

よ
う
に
す
る
こ
と

男
性
に
よ
る
家
事
、

子
育

て
、

介
護
、

地
域
活
動
に

つ
い
て
、

社
会
の
中
で
そ

の
評
価
を
高
め
る
こ
と

男
性
の
家
事
や
子
育
て
、

介
護
な
ど
の
ス
キ
ル
を
高

め
る
こ
と

家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事

の
両
立
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
、

男
性
が
相
談
し
や

す
い
窓
口
を
設
け
る
こ
と

男
性
が
育
児
や
介
護
、

地

域
活
動
を
行
う
た
め
の
仲

間
（

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
）

づ

く
り
を
進
め
る
こ
と

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加

す
る
こ
と
へ
の
女
性
の
抵

抗
感
を
な
く
す
こ
と

そ
の
他

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い

73.8

56.0 53.8
47.5 43.4

38.9
29.9

26.0 22.4

2.7 2.2

76.0

59.7 59.9

49.8 48.7
40.3

32.9
27.3 25.3

2.8 0.9

71.3

51.6
46.3 44.9

36.2 36.9

26.2 24.5
18.2

2.6 4.0

83.3

33.3

66.7 66.7

83.3

50.0 50.0

33.3

50.0

- -
0%

20%

40%

60%

80%

100%
全体(N=978) 女性(n=538) 男性(n=428) 答えたくない(n= 6)
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全体(N=978) 凡 例

15.6

27.4

7.7

10.7

8.5

経験
あり
小計

身体的暴力

精神的暴力

性的暴力

社会的暴力

経済的暴力

何度もあった

3.3

7.9

2.9

3.3

3.7

１、２度あった

12.4

19.5

4.8

7.5

4.8

まったくない

81.3

69.6

88.9

85.7

88.0

無回答

3.1

3.0

3.5

3.6

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

全 体 (N=978)

女 性 (n=538)

男 性 (n=428)

答えたくない (n=  6)

性
別

ＤＶ被害経験がある

35.3

43.3

24.5

83.3

経験なし、または無回答

64.7

56.7

75.5

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２．ドメスティック・バイオレンス（配偶者・恋人間の暴力）について 
 

配偶者や恋人など親しい人間関係にある人との間の被害(DV 被害）の経験 

DV 被害について、３人に 1 人は「DV 被害経験がある」 

● 性別では、女性が 43.3％で、男性(24.5％)と比べて 18.8 ポイント高くなっています。 
● 被害内容別では、『経験あり小計※』は精神的暴力が 27.4％で最も高く、次いで身体的暴力が 15.6％、

経済的暴力が 10.7％と続いています。 
※「何度もあった」と「1、2 度あった」の合計 

 

 被害経験の有無  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 被害内容  
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家族や親せき

友人、知人

警察

医療関係者（医師、看護師、助産師など）

配偶者暴力相談支援センター（女性相談支
援センター、消費生活・男女共同参画プラ
ザ、大分中央子ども家庭支援センター）

その他の公的機関（市町村の相談窓口な
ど）

民間の専門家や専門機関（弁護士、被害者
支援団体など）

人権擁護委員、民生委員、自治委員など

学校関係者（教員、養護教員、スクールカ
ウンセラーなど）

その他

どこ(だれ)にも相談しなかった

無回答

27.5

25.2

2.6

1.4

1.2

0.6

0.6

0.3

-

1.2

50.1

3.8

33.5

29.2

2.1

1.7

1.7

0.4

0.4

-

-

0.9

43.3

3.4

14.3

16.2

3.8

1.0

-

1.0

1.0

1.0

-

1.9

64.8

4.8

40.0

40.0

-

-

-

-

-

-

-

-

40.0

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=345)

女性(n=233)

男性(n=105)

答えたくない(n= 5)

「何度もあった」または「１、２度あった」と答えた人の相談先 

DV 被害者の半数は「どこ(だれ)にも相談しなかった」 

● 全体では、「どこ(だれ)にも相談しなかった」が半数を占めています。 
相談先では、「家族や親せき」が 27.5％で最も高く、次いで「友人、知人」が 25.2％となっています。 

● 性別でみると「どこ(だれ)にも相談しなかった」は、男性（64.8％）が女性（43.3％）より 20 ポイント
以上高い数値となっています。 
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相談するほどのことではないと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのまま
やっていけると思ったから

相談してもむだだと思ったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

他人をまきこみたくなかったから

世間体が悪いから

誰（どこ）に相談してよいのかわからな
かったから

相手と別れた後の自立に不安があったから
（経済的なこと、子どものことなど）

そのことについて思い出したくなかったか
ら

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを受けた
り、もっとひどい暴力を受けると思ったか
ら

相談相手の言動によって不快な思いをさせ
られると思ったから

他人に知られると、これまでどおりの付き
合い（仕事や学校、地域などの人間関係）
ができなくなると思ったから

加害者に「誰にもいうな」とおどされたか
ら

その他

無回答

54.3

28.9

26.6

25.4

17.3

14.5

12.1

9.2

5.8

5.2

4.6

3.5

3.5

2.9

0.6

4.0

1.2

46.5

22.8

25.7

25.7

18.8

17.8

9.9

6.9

7.9

6.9

4.0

5.9

4.0

4.0

1.0

6.9

-

67.6

36.8

27.9

25.0

14.7

8.8

14.7

11.8

2.9

2.9

5.9

-

2.9

-

-

-

2.9

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

-

-

-

-

-

-

50.0

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=173)

女性(n=101)

男性(n=68)

答えたくない(n=2)

DV 被害を相談しなかった理由 

相談しなかった理由は、「相談するほどのことではないと思ったから」が過半数を占める 

● 全体では、「相談するほどのことではないと思ったから」が 54.3%で最も高く、次いで「自分にも悪いと
ころがあると思ったから」が 28.9％、「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思った
から」が 26.6％となっています。 

● 性別でみると、「相談するほどのことではないと思ったから」では、男性（67.6％）が女性（46.5％）よ
り 20 ポイント以上高く、最も差がみられました。 
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凡 例

全 体 (N=978) 5.8

女 性 (n=538) 8.9

男 性 (n=428) 1.9

答えたくない (n=  6) 16.7

性
別

経験
あり
小計

１人からあった

4.2

6.5

1.4

２人以上からあった

1.6

2.4

0.5

16.7

まったくない

88.3

85.7

91.6

83.3

無回答

5.8

5.4

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３．性暴力について 
 

性暴力被害の経験 

一度でも性暴力被害を受けたことのある女性は 1 割弱 

● 性別でみると、女性では、「1 人からあった」が 6.5％、「2 人以上からあった」が 2.4％となっており、
合計で 8.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

性暴力被害をどこ(だれ)に相談したか 

性暴力被害を相談した女性は４人に１人 

● 女性では、「どこ（だれ）にも相談しなかっ
た」が 72.9％で最も高く、次いで「友人・
知人に相談した」が12.5％となっています。 

 
 
 
 
 

 

性暴力被害を相談しなかった理由 

性暴力被害を相談しなかった理由は、「恥ずかしくて

誰にも言えなかったから」が４割 

● 女性では、「恥ずかしくて誰にも言えなかっ
たから」が 40.0％と最も高く、次いで「そ
のことを思い出したくなかったから」が
25.7％となっています。 

 
 
 
 

 
  

＜上位５項目＞

ど
こ
（

だ
れ
）

に
も
相
談
し

な
か
っ

た

友
人
・
知
人
に
相
談
し
た

家
族
や
親
せ
き
に
相
談
し
た

警
察
に
連
絡
・
相
談
し
た

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（

婦
人
相
談
所
な
ど
）

や
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
た

72.9

12.5 10.4
6.3 2.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%
女性(n=48)

＜上位５項目＞

恥
ず
か
し
く
て
だ
れ
に
も

言
え
な
か
っ

た
か
ら

そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
く

な
か
っ

た
か
ら

相
談
し
て
も
む
だ
だ
と
思
っ

た
か
ら

ど
こ
（

だ
れ
）

に
相
談
し
て

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た

か
ら

自
分
さ
え
が
ま
ん
す
れ
ば
、

な
ん
と
か
こ
の
ま
ま
や
っ

て

い
け
る
と
思
っ

た
か
ら

40.0

25.7 22.9
20.0 20.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%
女性(n=35)
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凡 例

全 体 (N=978)

女 性 (n=538)

男 性 (n=428)

答えたくない (n=  6)

性
別

結婚や出産に

かかわらず働き

続けた方がよい

53.3

51.1

55.6

83.3

結婚するまでは

働いた方がよい

1.9

1.7

2.3

子どもができる

までは働いた

方がよい

2.9

2.4

3.5

子どもができたら仕事を

やめ子どもが大きくなっ

たらまた働くのがよい

21.3

22.3

20.1

働かない

方がよい

0.6

0.4

0.9

その他

10.7

13.0

7.9

16.7

わからない

6.0

6.7

5.4

無回答

3.3

2.4

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４．女性の活躍について 
 

女性の就業について 

「結婚や出産にかかわらず仕事をもち続けた方がよい」は半数を超える 

● 性別では、「結婚や出産にかかわらず、働き続けた方がよい」は、男性（55.6％）が女性（51.1％）よ
り 4.5 ポイント上回っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女性の就業継続に必要なこと 

女性の就業継続に必要なことは「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」が６割強 

● 全体では「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」が 62.0％で最も高く、次に
「育児や介護のための施設（保育所、介護施設など）を充実すること」が 54.4％となっています。 

 
 
  

女
性
が
働
く
こ
と
に
、

家

族
や
周
囲
の
理
解
と
協
力

が
あ
る
こ
と

育
児
や
介
護
の
た
め
の
施

設
（

保
育
所
、

介
護
施
設

な
ど
）

を
充
実
す
る
こ
と

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
や

契
約
社
員
・
派
遣
社
員
な

ど
の
労
働
条
件
を
よ
く
す

る
こ
と

育
児
や
介
護
の
休
業
利
用

者
が
不
利
な
扱
い
を
受
け

ず
、

身
分
保
障
が
さ
れ
て

い
る
こ
と

給
与
、

昇
格
、

昇
進
の
面

な
ど
で
性
別
に
よ
る
格
差

を
な
く
す
こ
と

意
欲
や
能
力
に
応
じ
た
適

材
適
所
な
配
置
や
役
員
・

管
理
職
へ
の
登
用
な
ど
を

す
る
こ
と

在
宅
勤
務
や
フ
レ
ッ

ク
ス

タ
イ
ム
制
度
（

始
業
終
業

時
刻
を
労
働
者
意
思
で
決

定
）

を
導
入
す
る
こ
と

勤
務
地
や
職
種
を
選
択
す

る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

起
業
（

新
し
く
事
業
を
起

こ
す
こ
と
）

す
る
人
へ
の

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

そ
の
他

特
に
条
件
整
備
、

支
援
や

改
善
は
必
要
な
い

62.0
54.4

31.8 31.5 30.8

15.8 12.9
6.0

2.0
2.5 0.9

65.8

53.0

34.2 32.3
28.4

13.4
15.1

5.9
1.5

2.8
0.4

57.5 56.3

29.0 30.8
33.9

19.4

9.6 6.3
2.6 2.1 1.6

50.0

33.3 33.3

16.7

33.3

-

33.3

-

16.7

- -
0%

20%

40%

60%

80%

100%
全体(N=978) 女性(n=538) 男性(n=428) 答えたくない(n= 6)
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※仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）とは 
「国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や
地域生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・
実現できる社会」のことです。 

（仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章より） 

凡 例

希 望 (n=538)

現 実 (n=538)

希 望 (n=428)

現 実 (n=428)

希 望 (n=  6)

現 実 (n=  6)

女
　
性

男
　
性

答
え
た
く
な
い

｢仕事｣

0.7

8.7

4.7

18.0

｢家庭生活｣

16.2

20.4

13.3

13.8

33.3

｢地域・個人の生活｣

6.1

8.2

8.9

7.9

｢仕事｣と

｢家庭生活｣

23.4

24.7

26.2

22.4

50.0

33.3

｢仕事｣と｢地域

・個人の生活｣

2.2

2.0

4.7

3.5

｢家庭生活｣と

｢地域・個人

の生活｣

14.5

12.3

10.3

11.2

33.3

16.7

｢仕事｣と｢家庭

生活｣と｢地域・

個人の生活｣

23.6

10.4

18.5

8.6

16.7

考えた

ことがない

6.9

5.4

6.5

5.8

16.7

わからない

2.0

2.4

1.6

2.8

無回答

4.3

5.4

5.4

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 
 

現在の生活の中で重要視したい項目の希望と現実について 

希望と現実で最も差がみられたのは男性の「仕事」 

● 性別にみると、重要視している項目のうち、希望と現実で最も差がみられたのは女性では『「仕事」と
「家庭生活」と「地域・個人の生活」』が 13.2 ポイント差、男性は「仕事」が 13.3 ポイント差となっ
ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※「差」の数値は、「希望ー現実」の絶対値。数値が大きければ大きいほど理想と現実の乖離が大きいことを示す。 

  

女性 男性 答えたくない
(n=538) (n=428) (n=6)

 希望 現実 差 希望 現実 差 希望 現実 差

「仕事」 0.7 8.7 8.0pt 4.7 18.0 13.3pt - - -

「家庭生活」 16.2 20.4 4.2pt 13.3 13.8 0.5pt - 33.3 33.3pt

「地域・個人の生活」 6.1 8.2 2.1pt 8.9 7.9 1.0pt - - -

「仕事」と「家庭生活」 23.4 24.7 1.3pt 26.2 22.4 3.8pt 50.0 33.3 16.7pt

「仕事」と「地域・個人の生活」 2.2 2.0 0.2pt 4.7 3.5 1.2pt - - -

「家庭生活」と「地域・個人の生活」 14.5 12.3 2.2pt 10.3 11.2 0.9pt 33.3 16.7 16.6pt

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」 23.6 10.4 13.2pt 18.5 8.6 9.9pt - 16.7 16.7pt

考えたことがない 6.9 5.4 1.5pt 6.5 5.8 0.7pt 16.7 - 16.7pt

わからない 2.0 2.4 0.4pt 1.6 2.8 1.2pt - - -

無回答 4.3 5.4 1.1pt 5.4 5.8 0.4pt - - -

<令和６年度調査 希望と現実の比較表>
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凡 例

全 体 (N=978)

女 性 (n=538)

男 性 (n=428)

答えたくない (n=  6)

性
別

男性も育児・介護

休業を積極的に

取るべきである

35.2

34.6

35.7

50.0

男性が育児・

介護休業を

取ることには

賛成だが実際は

取りづらいと思う

54.4

55.8

53.0

33.3

育児・介護は女性

の方が向いている

ので男性が休みを

取る必要はない

3.9

3.5

4.2

その他

1.8

1.9

1.6

16.7

無回答

4.7

4.3

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取
る
と
、

仕
事
で
周
囲
の

人
に
迷
惑
が
か
か
る

職
場
に
取
り
や
す
い
雰
囲

気
が
な
い

男
性
が
取
る
こ
と
に
つ
い

て
、

社
会
全
体
の
認
識
が

十
分
に
な
い

休
業
補
償
が
十
分
で
な
い

の
で
経
済
的
に
困
る

仕
事
が
忙
し
い

過
去
に
周
囲
の
男
性
で

取
っ

た
人
が
い
な
い

取
る
と
、

人
事
評
価
や

昇
給
な
ど
に
悪
い
影
響
が

あ
る

そ
の
他

45.1

33.1 31.6

18.2 17.9
10.0 7.0

1.9

43.0 37.0
31.0

17.7
19.3

8.7 7.3
1.7

48.9

28.2
32.2

18.1
16.3

11.5 6.6
2.2-

50.0

-

100.0

- - - -
0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(n=532) 女性(n=300) 男性(n=227) 答えたくない(n= 2)

男性が育児・介護休業をとることについて 

「男性が育児・介護休業を取ることには賛成だが、実際は取りづらいと思う」が半数を超える 

● 全体では「男性が育児・介護休業を取ることには賛成だが、実際は取りづらいと思う」が 54.4％と最
も高く、次いで「男性も育児・介護休業を積極的に取るべきである」が 35.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男性が育児・介護休業を取りづらいと思う理由 

男性が育児・介護休業を取りづらい理由は「取ると、仕事で周囲の人に迷惑がかかる」が 4 割を超え最も高い 

● 全体では「取ると、仕事で周囲の人に迷惑がかかる」が 45.1％で最も高く、次いで「職場に取りやす
い雰囲気がない」(33.1％)、「男性が取ることについて、社会全体の認識が十分にない」(31.6％)となっ
ています。 
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男
性
が
取
り
仕
切
っ

て
い

る
の
で
、

女
性
が
口
を
は

さ
み
に
く
い

も
と
も
と
、

男
性
が
中
心

の
活
動
と
女
性
が
中
心
の

活
動
に
分
か
れ
て
い
る

女
性
自
身
に
、

参
加
す
る

意
欲
や
努
力
が
足
り
な
い

お
茶
汲
み
や
皿
洗
い
な
ど

は
女
性
が
す
る
暗
黙
の
役

割
分
担
が
あ
る

役
員
が
男
性
し
か
い
な
い

た
め
、

女
性
の
意
見
が
受

け
入
れ
ら
れ
な
い

女
性
が
発
言
す
る
こ
と

は
、

で
し
ゃ

ば
り
と
思
わ

れ
が
ち
で
あ
る

女
性
が
地
域
活
動
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
家
族
の
理

解
や
協
力
が
な
い

そ
の
他

そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
と

思
う

わ
か
ら
な
い

28.5
23.6 19.3

17.2
9.8 9.8 5.3

1.0

12.7 12.4

25.7 25.1

19.0
21.6

9.3
12.5

4.1 1.1
12.1

12.6

32.0

22.0 20.1

11.7 10.0
6.8 7.0

0.9

13.6 11.7

33.3

16.7

-

16.7

33.3

- - -

16.7

33.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%
全体(N=978) 女性(n=538) 男性(n=428) 答えたくない(n= 6)

６．地域活動について 
 

どのような地域活動をおこなっているか 

「自治会・町内会等の活動」が 3 割半ば、「参加していない」は 5 割弱 

● 全体では、「参加していない」が 46.2％と最も高く、次いで「自治会・町内会などの活動」が 36.3％、
「ＰＴＡ活動」が 9.7％となっています。 

 

 

女性が男性と同じように発言したりすることができにくい理由 

「男性が取り仕切っているので、女性が口をはさみにくい」が約３割 

● 性別でみると、女性と男性で最も差が大きいのは、「お茶汲みや皿洗いなどは女性がする暗黙の役割分
担がある」で、9.9 ポイントの差がみられました。 

 
 
 
  

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の

活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

な
ど
の
市
民
活
動

子
ど
も
会
な
ど
の
青
少
年

育
成
活
動

青
年
団
体
・
女
性
団
体
・

老
人
団
体
な
ど
の
活
動

県
・
市
町
村
の
審
議
会
・

委
員
会

消
費
者
団
体
・
生
活
協
同

組
合
な
ど
の
消
費
者
活
動

そ
の
他
の
社
会
活
動

参
加
し
て
い
な
い

36.3

9.7
7.2 5.4 5.3 2.9 1.4 4.3

46.2

34.4

13.2 7.6 6.7 5.8
2.4 2.0 4.1

46.7
39.3

5.6 6.5 4.0 4.9 3.3 0.5 4.7

45.3

- - - - - -

16.7

-

83.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%
全体(N=978) 女性(n=538) 男性(n=428) 答えたくない(n= 6)
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７．男女共同参画施策への要望について 
 

用語の認知度について 

言葉の内容まで知っているのは、「男女共同参画社会」は約 2 割、「ジェンダー」は 3 割半ば 

● 男女共同参画に関する言葉について、「内容まで知っている」割合をみると、全体では、ジェンダー（社
会的・文化的につくられた性別）が 35.3％で最も高く、次いで男女共同参画社会が 22.2％、「大分県
消費生活・男女共同参画プラザ」が 9.0％と続いています。 

● 性別では、『認知度※』の割合で最も男女差がみられたのは大分県消費生活・男女共同参画プラザで 6.7
ポイントの差となっています。 

※「内容まで知っている」と「聞いたことはあるが内容は知らない」の合計 

 
 

 全 体  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 性 別  
 

 
  

凡 例

女 性 (n=538) 74.2

男 性 (n=428) 73.6

答えたくない (n=  6) 83.3

女 性 (n=538) 82.3

男 性 (n=428) 79.4

答えたくない (n=  6) 100.0

女 性 (n=538) 55.8

男 性 (n=428) 49.1

答えたくない (n=  6) 33.3

男
女
共
同

参
画
社
会

大
分
県
消
費
生

活
・
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ザ

ジ
ェ

ン
ダ
ー

認知度

内容まで知っている

21.4

23.4

16.7

38.8

30.8

33.3

9.3

8.6

16.7

聞いたことはある

が内容は知らない

52.8

50.2

66.7

43.5

48.6

66.7

46.5

40.4

16.7

まったく知らない

20.3

18.0

16.7

12.5

13.1

39.2

42.8

66.7

無回答

5.6

8.4

5.2

7.5

5.0

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=978) 凡　例

73.8

81.0

52.7

男女共同参画社会

大分県消費生活･
　　男女共同参画プラザ

ジェンダー(社会的･文化
的につくられた性別)

認知度

内容まで知っている

22.2

35.3

9.0

聞いたことはある

が内容は知らない

51.6

45.7

43.7

まったく知らない

19.1

12.6

40.7

無回答

7.1

6.4

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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保育・高齢者・病院などの施設や、保
育・介護のサービスを充実する

子育てや介護などで、いったん仕事を辞
めた人の再就職を支援する

県の審議会委員や管理職など、政策・方
針決定の場に女性を積極的に登用する

民間の企業や団体などで、役員・管理職に女性
の登用が進むよう支援する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など、
働き方の見直しを進める

女性が少なかった分野（科学技術や防災
など）への女性の進出を支援する

女性や男性の生き方や悩みに関する相談
の場を提供する

生涯を通じた男女の健康を支援する

男女の平等と相互の理解や協力につい
て、学習の機会を充実する

男女の平等と相互の理解や協力につい
て、広報啓発する

男女間のあらゆる暴力をなくす

その他

特にない

無回答

42.1

30.8

29.8

22.8

20.8

17.1

15.8

15.3

14.8

12.8

9.5

1.6

4.2

5.5

48.1

34.8

28.1

21.9

22.9

14.7

16.2

16.5

13.6

11.2

9.7

1.9

2.6

4.3

34.6

25.9

32.2

23.8

18.0

20.6

15.0

14.3

16.6

14.7

9.3

1.2

6.3

6.8

33.3

33.3

16.7

16.7

16.7

-

50.0

-

16.7

16.7

16.7

16.7

-

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=978)

女性(n=538)

男性(n=428)

答えたくない(n= 6)

県が推進していくべき男女共同参画施策について 

県に求める施策は「保育・高齢者・病院などの施設や保育・介護のサービスを充実する」が 4 割強 

● 全体では、「保育・高齢者・病院などの施設や、保育・介護のサービスを充実する」が 42.1％と最も高
く、次いで「子育てや介護などで、いったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」が 30.8％、「県の審
議会委員や管理職など、政策・方針決定の場に女性を積極的に登用する」が 29.8％となっています。 

● 性別では、「保育・高齢者・病院などの施設や、保育・介護のサービスを充実する」では、女性（48.1％）
が男性（34.6％）より 13.5 ポイント高くなっています。 

 
 
 
 



 

令和６年度  

男女共同参画社会づくりのための意識調査 
 

令和７年３月 
 

発  行   大分県 消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス） 
住  所   〒８７０－００３７ 

大分県大分市東春日町１番１号 Ｎｓ大分ビル１階 
電  話   ０９７－５３４－２０３９ 
E - m a i l   oita-sankaku@pref.oita.lg.jp 

〔調査概要〕 

○ 調査対象：県内に居住する 18 歳以上の男女 3,000 人 

○ 調査期間：令和６年 10 月 30 日～11 月 21 日 

○ 回収状況：有効回収数 978 人（有効回収率 32.6％） 

女性 538 人、男性 428 人、答えたくない６人、無回答６人 

○ 調査方法：郵送配布回収及びインターネット回収 
 

※「答えたくない」と回答した方は、件数が 6 件と少ないため参考までに掲載する。 

 
 
 
 
 
 
 


